
(57)【要約】

【課題】投入した可燃性廃棄物を効率良く燃焼させる。

【解決手段】主燃料バーナ１０及び可燃性廃棄物燃焼バ

ーナ１１を備えたセメントクリンカ製造用のロータリー

キルン１において、可燃性廃棄物燃焼バーナ１１を主燃

料バーナ１０の下側に配置し、この可燃性廃棄物燃焼バ

ーナ１１による可燃性廃棄物Ｓの吹出方向を、主燃料バ

ーナ１１の胴部、または、主燃料バーナ１１の火炎Ｆに

向かうように傾け、可燃性廃棄物の投入箇所を、主燃料

バーナの先端１０ａから前方に１ｍ、後方に２ｍの範囲

に設定した。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 主 燃 料 バ ー ナ 及 び 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ を 備 え た セ メ ン ト ク リ ン カ 製 造 用 の ロ ー タ リ
ー キ ル ン に お い て 、 前 記 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ を 主 燃 料 バ ー ナ の 下 側 に 配 置 し 、 こ の 可
燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ に よ る 可 燃 性 廃 棄 物 の 吹 出 方 向 を 、 主 燃 料 バ ー ナ の 胴 部 、 ま た は 、
主 燃 料 バ ー ナ の 火 炎 に 向 か う よ う に 傾 け た こ と を 特 徴 と す る ロ ー タ リ ー キ ル ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ を 、 キ ル ン の 回 転 中 心 か ら 下 ろ し た 鉛 直 線 か ら 、 回 転 方 向
あ る い は そ の 逆 方 向 に ８ ０ 度 の 範 囲 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ー タ リ
ー キ ル ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 セ メ ン ト ク リ ン カ 製 造 用 の ロ ー タ リ ー キ ル ン 内 を 加 熱 す る た め に 、 主 燃 料 バ ー ナ に 加 え
て 設 け ら れ た 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ に よ る 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 に お い て 、 前 記 可 燃
性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ か ら 、 主 燃 料 バ ー ナ の 胴 部 ま た は 主 燃 料 バ ー ナ の 火 炎 に 向 け て 可 燃 性
廃 棄 物 を 投 入 す る こ と を 特 徴 と す る ロ ー タ リ ー キ ル ン を 用 い た 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 可 燃 性 廃 棄 物 の 投 入 箇 所 を 、 主 燃 料 バ ー ナ の 先 端 か ら 前 方 に １ ｍ 、 後 方 に ２ ｍ の 範
囲 に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の ロ ー タ リ ー キ ル ン を 用 い た 可 燃 性 廃 棄 物 の
処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 可 燃 性 廃 棄 物 と し て 廃 プ ラ ス チ ッ ク を 投 入 す る 場 合 は 、 主 燃 料 バ ー ナ の 火 炎 に 向 け
て 投 入 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の ロ ー タ リ ー キ ル ン を 用 い た 可 燃 性
廃 棄 物 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 可 燃 性 廃 棄 物 と し て 、 木 屑 、 肉 骨 粉 、 魚 粉 の 少 な く と も い ず れ か を 投 入 す る 場 合 は
、 主 燃 料 バ ー ナ の 胴 部 に ぶ つ か る よ う に 投 入 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記
載 の ロ ー タ リ ー キ ル ン を 用 い た 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 可 燃 性 廃 棄 物 の 投 入 量 を 、 熱 量 換 算 で 、 セ メ ン ト 製 造 に 用 い ら れ る 燃 料 全 体 の 熱 量
に 対 し て １ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の ロ
ー タ リ ー キ ル ン を 用 い た 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 可 燃 性 廃 棄 物 の 粒 径 を ５ ０ ｍ ｍ 以 下 に 調 整 し た 上 で 投 入 す る こ と を 特 徴 と す る ロ ー
タ リ ー キ ル ン を 用 い た 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 廃 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 可 燃 性 廃 棄 物 を 補 助 燃 料 と し て 用 い る ロ ー タ リ ー キ ル ン
及 び こ れ を 用 い た 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 に 関 す る も の で あ る 。  
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 産 業 廃 棄 物 の 発 生 量 は 年 々 増 加 の 一 途 を た ど っ て い る 。 そ の 処 理 方 法 と し て は 埋 め 立 て
処 理 、 焼 却 処 理 等 が 知 ら れ て い る 。 し か し 、 埋 め 立 て 場 の 確 保 が 難 し く な っ て き て い る こ
と か ら 、 焼 却 処 理 が 注 目 を 浴 び て き て い る 。 か か る 産 業 廃 棄 物 の 中 で も 廃 プ ラ ス チ ッ ク や
ご み 固 体 化 燃 料 （ Ｒ Ｄ Ｆ ） 等 の 可 燃 性 廃 棄 物 は 、 焼 却 に よ っ て 大 き な 熱 量 を 発 生 す る た め
、 そ の 燃 焼 に よ っ て 生 じ る 熱 量 を 有 効 に 利 用 す べ く 、 各 種 の 燃 焼 炉 の 燃 料 と し て 利 用 さ れ
つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 廃 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 可 燃 性 廃 棄 物 を 燃 料 と し て 利 用 す る 方 法 と し て 、 そ の 破 砕
品 を セ メ ン ト 焼 成 設 備 の ロ ー タ リ ー キ ル ン の 窯 前 部 か ら ロ ー タ リ ー キ ル ン 内 に 空 気 流 に 乗
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せ て 吹 き 込 ん で 燃 焼 さ せ 、 主 燃 料 と し て 使 用 す る 微 粉 炭 の 使 用 量 を 削 減 す る 技 術 が 以 前 よ
り 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 主 燃 料 バ ー ナ の 上 側 に 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ を 設 け て 、 可 燃 性 廃 棄
物 を 主 燃 料 に よ る 火 炎 中 に 落 下 す る よ う に 投 入 す る こ と に よ り 、 ロ ー タ リ ー キ ル ン 壁 へ の
着 地 前 に 空 間 燃 焼 を 完 了 さ せ る ロ ー タ リ ー キ ル ン が 開 示 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に
は 、 キ ル ン の 中 心 か ら 降 ろ し た 鉛 直 線 か ら 回 転 方 向 に １ １ ０ 度 の 範 囲 に 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼
バ ー ナ を 設 け 、 可 燃 性 廃 棄 物 を ク リ ン カ 上 に 降 下 す る よ う に 投 入 し て 、 ク リ ン カ か ら の 高
熱 と 酸 素 の 多 い 二 次 空 気 に よ り 、 可 燃 性 廃 棄 物 を 効 率 良 く 燃 焼 さ せ る 技 術 が 開 示 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ １ ９ ０ ４ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ０ ６ ７ ７ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ が 、 上 記 従 来 技 術 に お い て は 、 投 入 し た 可 燃 性 廃 棄 物 の 拡 散 の 度 合 い が 低 い た め
に 、 必 ず し も 可 燃 性 廃 棄 物 を 効 率 良 く 燃 焼 さ せ る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 を 考 慮 し 、 投 入 し た 可 燃 性 廃 棄 物 を 効 率 良 く 燃 焼 さ せ る こ と の で き
る ロ ー タ リ ー キ ル ン お よ び こ れ を 用 い た 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
し て い る 。  
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 の ロ ー タ リ ー キ ル ン は 、 主 燃 料 バ ー ナ 及 び 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ を 備
え た セ メ ン ト ク リ ン カ 製 造 用 の ロ ー タ リ ー キ ル ン に お い て 、 前 記 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ
を 主 燃 料 バ ー ナ の 下 側 に 配 置 し 、 こ の 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ に よ る 可 燃 性 廃 棄 物 の 吹 出
方 向 を 、 主 燃 料 バ ー ナ の 胴 部 、 ま た は 、 主 燃 料 バ ー ナ の 火 炎 に 向 か う よ う に 傾 け た こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 の ロ ー タ リ ー キ ル ン は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー
ナ を 、 キ ル ン の 回 転 中 心 か ら 下 ろ し た 鉛 直 線 か ら 、 回 転 方 向 あ る い は そ の 逆 方 向 に ８ ０ 度
の 範 囲 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 の 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 は 、 セ メ ン ト ク リ ン カ 製 造 用 の ロ ー タ リ ー キ
ル ン 内 を 加 熱 す る た め に 、 主 燃 料 バ ー ナ に 加 え て 設 け ら れ た 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ に よ
る 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 に お い て 、 前 記 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ か ら 、 主 燃 料 バ ー ナ の
胴 部 ま た は 主 燃 料 バ ー ナ の 火 炎 に 向 け て 可 燃 性 廃 棄 物 を 投 入 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 の 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 は 、 請 求 項 ３ に お い て 、 前 記 可 燃 性 廃 棄 物 の
投 入 箇 所 を 、 主 燃 料 バ ー ナ の 先 端 か ら 前 方 に １ ｍ 、 後 方 に ２ ｍ の 範 囲 に 設 定 し た こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 の 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 は 、 請 求 項 ３ ま た は ４ に お い て 、 前 記 可 燃 性
廃 棄 物 と し て 廃 プ ラ ス チ ッ ク を 投 入 す る 場 合 は 、 主 燃 料 バ ー ナ の 火 炎 に 向 け て 投 入 す る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 の 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 は 、 請 求 項 ３ ま た は ４ に お い て 、 前 記 可 燃 性
廃 棄 物 と し て 、 木 屑 、 肉 骨 粉 、 魚 粉 の 少 な く と も い ず れ か を 投 入 す る 場 合 は 、 主 燃 料 バ ー
ナ の 胴 部 に ぶ つ か る よ う に 投 入 す る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ７ の 発 明 の 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 は 、 請 求 項 ３ ～ ６ の い ず れ か に お い て 、 前 記
可 燃 性 廃 棄 物 の 投 入 量 を 、 熱 量 換 算 で 、 セ メ ン ト 製 造 に 用 い ら れ る 燃 料 全 体 の 熱 量 に 対 し
て １ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ８ の 発 明 の 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 は 、 請 求 項 ３ ～ ７ の い ず れ か に お い て 、 前 記
可 燃 性 廃 棄 物 の 粒 径 を ５ ０ ｍ ｍ 以 下 に 調 整 し た 上 で 投 入 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 可 燃 性 廃 棄 物 を 広 く 拡 散 さ せ な が ら ク リ ン カ 上 に 降 下 さ せ る こ と が で
き る 。 つ ま り 、 主 燃 料 バ ー ナ の 胴 部 に 可 燃 性 廃 棄 物 を ぶ つ け た り 、 主 燃 料 バ ー ナ の 火 炎 に
向 け て 可 燃 性 廃 棄 物 を 吹 き 出 し た り す る こ と に よ り 、 可 燃 性 廃 棄 物 を 広 く 散 ら ば ら せ な が
ら 、 高 温 の ク リ ン カ 上 に 降 下 さ せ る こ と が で き 、 燃 焼 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。 特 に 可
燃 性 廃 棄 物 の 高 温 燃 焼 作 用 に よ っ て フ リ ー ラ イ ム を 下 げ る こ と が で き る た め 、 最 終 的 に 強
度 の 高 い セ メ ン ト を 得 る こ と が で き 、 多 量 の 可 燃 性 廃 棄 物 を 投 入 し て も 、 セ メ ン ト の 品 質
を 低 下 さ せ る こ と が な く な る 。 ま た 、 可 燃 性 廃 棄 物 の 焼 却 灰 は セ メ ン ト の 製 造 原 料 の 一 部
と し て 有 効 に 利 用 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の ロ ー タ リ ー キ ル ン
の 概 略 構 成 図 、 図 ２ は 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に お い て 、 被 焼 成 物 で あ る セ メ ン ト 原 料 は 、 ロ ー タ リ ー キ ル ン １ 内 の 上 流 端 で あ る
窯 尻 部 側 （ 図 中 左 側 ） か ら 投 入 さ れ 、 ロ ー タ リ ー キ ル ン １ 内 を 矢 印 Ｙ の よ う に 、 下 流 側 で
あ る 窯 前 部 １ Ａ 側 （ 図 中 右 側 ） に 移 動 し な が ら 焼 成 さ れ 、 焼 成 さ れ た セ メ ン ト ク リ ン カ Ｃ
は 、 窯 前 部 １ Ａ の 下 部 に 接 続 さ れ た ク リ ン カ ク ー ラ ー ２ に 落 ち て 、 さ ら に 下 流 側 に 移 動 し
な が ら 二 次 空 気 Ｄ に よ っ て 冷 却 さ れ る 。 こ の 二 次 空 気 Ｄ は 、 ク リ ン カ ク ー ラ ー ２ に お い て
セ メ ン ト ク リ ン カ Ｃ か ら 熱 を 吸 収 し て 高 温 に な る と 共 に 、 窯 前 部 １ Ａ を 通 っ て ロ ー タ リ ー
キ ル ン １ 内 を 上 流 側 に 流 れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ロ ー タ リ ー キ ル ン １ の 下 流 端 で あ る 窯 前 部 １ Ａ の 端 壁 １ Ａ ａ に は 、 主 燃 料 で あ る 微 粉 炭
Ｔ を ブ ロ ワ ー Ｂ １ か ら 供 給 さ れ る 一 次 空 気 と 共 に ロ ー タ リ ー キ ル ン １ 内 に 吹 き 込 む 円 筒 形
状 の 主 燃 料 バ ー ナ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 主 燃 料 バ ー ナ １ ０ は 、 主 燃 料 で あ る 微 粉 炭
Ｔ を 一 次 空 気 と 共 に 、 窯 前 部 １ Ａ か ら 窯 尻 部 の 方 向 に 向 か っ て 吹 き 出 し て 、 微 粉 炭 Ｔ を 燃
焼 さ せ る も の で あ る 。 さ ら に 、 主 燃 料 バ ー ナ １ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 窯 前 部 １ Ａ の 端
壁 １ Ａ ａ に お け る ロ ー タ リ ー キ ル ン １ の 回 転 中 心 に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ て お り 、 微 粉
炭 Ｔ を 該 ロ ー タ リ ー キ ル ン １ の 回 転 中 心 軸 に 沿 っ て 吹 き 出 す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 窯 前 部 １ Ａ の 端 壁 １ Ａ ａ に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 廃 プ ラ ス チ ッ ク や ご み 固 体 化
燃 料 （ Ｒ Ｄ Ｆ ） 等 の 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ の 破 砕 品 を 補 助 燃 料 用 の ブ ロ ワ ー Ｂ ２ か ら 供 給 さ れ る
補 助 一 次 空 気 と 共 に ロ ー タ リ ー キ ル ン １ 内 に 吹 き 込 む 円 筒 形 状 の 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ
１ １ が 、 主 燃 料 バ ー ナ １ ０ の 下 側 に 位 置 さ せ て 配 置 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 可 燃 性 廃 棄 物
燃 焼 バ ー ナ １ １ は 、 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ の 吹 出 方 向 が 、 主 燃 料 バ ー ナ １ ０ の 胴 部 、 ま た は 、 主
燃 料 バ ー ナ １ ０ の 前 方 に 形 成 さ れ る 火 炎 Ｆ を 指 向 す る よ う に 傾 け て 設 置 さ れ て い る 。 ま た
、 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ １ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 キ ル ン の 回 転 中 心 か ら 下 ろ し た 鉛
直 線 か ら 、 回 転 方 向 （ 矢 印 Ｘ 方 向 ） あ る い は そ の 逆 方 向 に ８ ０ 度 の 範 囲 （ 角 度 α １ 、 α ２
の 範 囲 ） に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ １ １ に よ る 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ の 投 入 箇 所 は 、 主 燃 料 バ ー
ナ １ ０ の 先 端 １ ０ ａ か ら 前 方 に １ ｍ 、 後 方 に ２ ｍ の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る 。 例 え ば 、 可 燃
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性 廃 棄 物 Ｓ と し て 廃 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 高 温 で 軟 化 す る も の を 投 入 す る 場 合 に は 、 主 燃 料 バ
ー ナ １ ０ の 先 端 １ ０ ａ か ら 前 方 に １ ｍ 以 内 の 火 炎 Ｆ に 向 け て 当 該 火 炎 Ｆ に ぶ つ か る よ う に
可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ を 投 入 す べ く 、 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ １ １ の 吹 出 角 度 （ 傾 角 ） が 設 定 さ
れ て い る 。 ま た 、 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ と し て 木 屑 、 肉 骨 粉 、 魚 粉 の 少 な く と も い ず れ か （ 木 屑
、 肉 骨 粉 、 魚 粉 の う ち １ 種 以 上 ） を 投 入 す る 場 合 に は 、 主 燃 料 バ ー ナ １ １ の 胴 部 に 向 け て
当 該 胴 部 に ぶ つ か る よ う に 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ を 投 入 す べ く 、 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ １ １ の
吹 出 角 度 （ 傾 角 ） が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 可 燃 性 廃 棄 物 の 処 理 方 法 を 上 記 ロ ー タ リ ー キ ル ン １ の 作 用 効 果 と 共 に 説
明 す る 。
　 セ メ ン ト ク リ ン カ Ｃ を 製 造 す る に 当 た り 、 主 燃 料 用 の ブ ロ ワ ー Ｂ １ か ら 供 給 し た 一 次 空
気 を 、 微 粉 炭 Ｔ と 共 に 主 燃 料 バ ー ナ １ ０ か ら 吹 き 出 し て 燃 焼 さ せ る 。 同 時 に 、 補 助 燃 料 用
の ブ ロ ワ ー Ｂ ２ か ら 供 給 さ れ る 補 助 一 次 空 気 を 、 例 え ば 、 廃 プ ラ ス チ ッ ク を 細 か く 砕 い た
可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ と 共 に 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ １ １ か ら 吹 き 出 し て 燃 焼 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ の よ う に 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ を 投 入 し た 場 合 、 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ は 、 主 燃 料 バ ー ナ １ ０ の 火
炎 Ｆ か ら の 輻 射 熱 や 、 高 温 の セ メ ン ト ク リ ン カ Ｃ か ら の 輻 射 熱 や 、 ク リ ン カ ク ー ラ ー ２ に
お い て セ メ ン ト ク リ ン カ Ｃ か ら 熱 を 吸 収 し て 高 温 と な っ た 二 次 空 気 Ｄ か ら の 熱 や 、 そ の 他
か ら の 熱 を 受 け て 高 温 と な り 、 該 二 次 空 気 Ｄ の 高 温 雰 囲 気 中 で 燃 焼 を 開 始 す る こ と に な る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ の 際 、 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ を 広 く 拡 散 さ せ な が ら 、 セ メ ン ト ク リ ン カ Ｃ 上 に 降 下 さ せ る こ
と が で き る 。 つ ま り 、 主 燃 料 バ ー ナ １ ０ の 胴 部 に 向 け て 当 該 胴 部 に 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ を 当 て
る べ く 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ を 吹 き 出 し た り 、 主 燃 料 バ ー ナ １ ０ の 火 炎 Ｆ に 向 け て 当 該 火 炎 Ｆ に
当 て る べ く 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ を 吹 き 出 し た り す る こ と に よ り 、 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ が 広 く 散 ら ば
り な が ら 、 火 炎 Ｆ 等 か ら 効 率 よ く 熱 を 受 け て 燃 焼 す る と 共 に 高 温 の ク リ ン カ Ｃ 上 に 降 下 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 ロ ー タ リ ー キ ル ン １ 内 で は 、 セ メ ン ト ク リ ン カ Ｃ が 周 方 向 に 回 転 し な が ら 掻 き
上 げ ら れ て は そ の 上 端 部 か ら 崩 れ 落 ち る こ と を 繰 り 返 す 状 態 に な っ て い る 。 こ の た め 、 可
燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ １ １ か ら 吹 き 出 し 後 、 完 全 に 燃 焼 す る に 至 ら な か っ た 可 燃 性 廃 棄 物
Ｓ は 、 掻 き 上 げ ら れ て は そ の 上 端 部 か ら 崩 れ 落 ち る 約 １ ４ ０ ０ ℃ の セ メ ン ト ク リ ン カ Ｃ 上
等 に 分 散 し て 降 下 し 、 セ メ ン ト ク リ ン カ Ｃ か ら 極 め て 効 率 良 く 熱 を 受 け る と 共 に 、 ロ ー タ
リ ー キ ル ン １ 内 に 供 給 さ れ る 二 次 空 気 と も 極 め て 効 率 よ く 混 合 さ れ る こ と に な る 。 従 っ て
、 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ を 極 め て 効 率 よ く 燃 焼 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 燃 焼 効 率 の 向 上
に よ る 高 温 の 作 用 に よ っ て フ リ ー ラ イ ム が 下 が る た め 、 最 終 的 に 強 度 の 高 い セ メ ン ト を 得
る こ と が で き る 。 ま た 、 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ の 焼 却 灰 は 、 セ メ ン ト の 製 造 の た め に 必 要 な 原 料
の 一 部 と し て 有 効 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ の 投 入 量 を 、 熱 量 換 算 で 、 セ メ ン ト 製 造 に 用 い ら れ る 燃 料 全 体 の
熱 量 に 対 し て １ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 と す る の が 望 ま し い 。 そ う す る こ と で 、 セ メ ン ト の 品 質
を 低 下 さ せ る お そ れ が な く な る か ら で あ る 。 好 ま し く は 、 ３ ０ ％ 以 下 と す る の が よ い 。 ま
た 、 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ は 、 粒 径 を ５ ０ ｍ ｍ 以 下 に 調 整 し た 上 で 投 入 す る の が よ い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 実 施 例 １ で は 、 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ の 投 入 点 （ 主 燃 料 バ ー ナ の 先 端 １ ０ ａ か ら の 距 離 ） を 変
化 さ せ た 場 合 の セ メ ン ト ク リ ン カ 中 の フ リ ー ラ イ ム （ ｆ .Ｃ ａ Ｏ ） の 発 生 率 に つ い て 調 べ
た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。 投 入 条 件 と し て 、 可 燃 性 廃 棄 物 で あ る 木 材 チ ッ プ （ 粒 径 ０ ～
５ ０ ｍ ｍ ） を 、 図 ２ の ３ 番 の 箇 所 の 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ １ １ か ら 投 入 し た 。 投 入 量 は
１ ２ ． ５ kg/t-cli（ ク リ ン カ １ ト ン 当 た り の 可 燃 性 廃 棄 物 の 投 入 重 量 を ｋ ｇ で 示 し た 単 位
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） で あ る 。 ｆ .Ｃ ａ Ｏ が 多 い と い う こ と は 、 燃 焼 効 率 が 悪 い こ と を 意 味 す る と 共 に 、 セ メ
ン ト の 製 品 と し て も 不 適 切 な も の と な る 。 特 に 、 ｆ .Ｃ ａ Ｏ が １ ． ０ ％ 以 上 の 場 合 は 製 品
に で き な い 。 そ こ で 、 投 入 可 能 な ポ イ ン ト は 、 主 燃 料 バ ー ナ １ ０ の 先 端 １ ０ ａ か ら 前 方 へ
１ ． ０ ｍ 、 後 方 へ ２ ． ０ ｍ の 範 囲 が よ い こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 実 施 例 ２ で は 、 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ と し て プ ラ ス チ ッ ク を 投 入 し た 場 合 の 、 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ
の 投 入 点 （ 主 燃 料 バ ー ナ の 先 端 １ ０ ａ か ら の 距 離 ） と 、 セ メ ン ト ク リ ン カ 中 の フ リ ー ラ イ
ム （ ｆ .Ｃ ａ Ｏ ） の 発 生 率 と の 関 係 に つ い て 調 べ た 。 そ の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。 投 入 条 件 と
し て 、 可 燃 性 廃 棄 物 で あ る プ ラ ス チ ッ ク （ 粒 径 ０ ～ ２ ０ ｍ ｍ ） を 、 図 ２ の ３ 番 の 箇 所 の 可
燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ １ １ か ら 投 入 し た 。 投 入 量 は １ ２ ． ５ kg/t-cliで あ る 。 ｆ .Ｃ ａ Ｏ
が 多 い と い う こ と は 、 燃 焼 効 率 が 悪 い と い う こ と で あ り 、 １ ． ０ ％ 以 上 は 製 品 に で き な い
。 そ こ で 、 プ ラ ス チ ッ ク を 投 入 す る 場 合 の 投 入 可 能 な ポ イ ン ト は 、 主 燃 料 バ ー ナ １ ０ の 先
端 １ ０ ａ か ら 前 方 へ １ ． ０ ｍ の 範 囲 が よ い こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 実 施 例 ３ で は 、 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ １ １ の 位 置 と 、 セ メ ン ト ク リ ン カ 中 の フ リ ー ラ
イ ム （ ｆ .Ｃ ａ Ｏ ） の 発 生 率 と の 関 係 に つ い て 調 べ た 。 そ の 結 果 を 表 ３ に 示 す 。 投 入 条 件
と し て 、 可 燃 性 廃 棄 物 で あ る 木 材 チ ッ プ （ 粒 径 ０ ． １ ～ ５ ０ ｍ ｍ ） を 、 図 ２ の １ ～ １ ２ 番
の 各 箇 所 の 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ １ １ か ら 、 主 燃 料 バ ー ナ １ ０ の 先 端 １ ０ ａ か ら 後 方 １
． ０ ｍ の ポ イ ン ト を 狙 っ て 投 入 し た 。 投 入 量 は １ ２ ． ５ kg/t-cliで あ る 。 ｆ .Ｃ ａ Ｏ が 多
い と い う こ と は 、 燃 焼 効 率 が 悪 い と い う こ と で あ り 、 １ ． ０ ％ 以 上 は 製 品 に で き な い 。 そ
こ で 、 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ １ １ を 設 け る 位 置 は 、 １ ～ ６ 番 が 最 適 で あ り 、 ７ ～ １ ２ 番
は 不 適 切 で あ る こ と が 分 か っ た 。 つ ま り 、 キ ル ン の 中 心 か ら 降 ろ し た 鉛 直 線 か ら 回 転 方 向
あ る い は そ の 逆 方 向 に ８ ０ 度 の 範 囲 に 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ １ １ を 設 け る の が よ い こ と
が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 実 施 例 ４ で は 、 ク リ ン カ 製 造 に 関 わ る 熱 量 全 体 に 対 す る 、 副 バ ー ナ （ 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼
バ ー ナ １ １ ） か ら の 投 入 可 燃 性 廃 棄 物 の 熱 量 割 合 と 、 セ メ ン ト ク リ ン カ 中 の フ リ ー ラ イ ム
（ ｆ .Ｃ ａ Ｏ ） の 発 生 率 と の 関 係 に つ い て 調 べ た 。 そ の 結 果 を 表 ４ に 示 す 。 投 入 条 件 と し
て 、 可 燃 性 廃 棄 物 で あ る 木 材 チ ッ プ （ 粒 径 ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ ） を 、 図 ２ の ３ 番 の 可 燃 性 廃 棄 物
燃 焼 バ ー ナ １ １ か ら 、 主 燃 料 バ ー ナ １ ０ の 先 端 １ ０ ａ の 後 方 １ ． ０ ｍ の ポ イ ン ト を 狙 っ て
投 入 し た 。 ｆ .Ｃ ａ Ｏ が 多 い と い う こ と は 、 燃 焼 効 率 が 悪 い と い う こ と で あ り 、 １ ． ０ ％
以 上 は 製 品 に で き な い 。 そ こ で 、 可 燃 性 廃 棄 物 の 投 入 量 は 、 熱 量 換 算 で 、 セ メ ン ト 製 造 に
用 い ら れ る 燃 料 全 体 の 熱 量 に 対 し て １ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 と す る の が よ く 、 特 に ３ ０ ％ 以 下
と す る の が よ い こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 実 施 例 ５ で は 、 投 入 す る 可 燃 性 廃 棄 物 Ｓ の 粒 径 を 変 化 さ せ た 場 合 の 、 セ メ ン ト ク リ ン カ
中 の フ リ ー ラ イ ム （ ｆ .Ｃ ａ Ｏ ） の 発 生 率 に つ い て 調 べ た 。 そ の 結 果 を 表 ５ に 示 す 。 投 入
条 件 と し て 、 可 燃 性 廃 棄 物 で あ る 木 材 チ ッ プ を 粒 径 を 段 階 的 に 異 な ら せ て 、 図 ２ の ３ 番 の
可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ １ １ か ら 、 主 燃 料 バ ー ナ １ ０ の 先 端 １ ０ ａ の 後 方 １ ． ０ ｍ の ポ イ
ン ト を 狙 っ て 投 入 し た 。 ｆ .Ｃ ａ Ｏ が 多 い と い う こ と は 、 燃 焼 効 率 が 悪 い と い う こ と で あ
り 、 １ ． ０ ％ 以 上 は 製 品 に で き な い 。 そ こ で 、 投 入 す る 可 燃 性 廃 棄 物 の 粒 径 は 、 ５ ０ ｍ ｍ
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以 下 と す る の が よ い こ と が 分 か っ た 。 な お 、 プ ラ ス チ ッ ク や 木 材 等 の 可 燃 性 廃 棄 物 を 破 砕
す る 破 砕 装 置 の 性 能 上 、 投 入 す る 可 燃 性 廃 棄 物 の 粒 径 は 、 ほ ぼ ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の ロ ー タ リ ー キ ル ン の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ 　 ロ ー タ リ ー キ ル ン
　 １ ０ 　 主 燃 料 バ ー ナ
　 １ １ 　 可 燃 性 廃 棄 物 燃 焼 バ ー ナ
　 Ｓ 　 可 燃 性 廃 棄 物
　 Ｆ 　 火 炎
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【 図 ２ 】
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